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No 研究分野（科研費） No 研究分野（科研費）
1 総合人文社会 地域研究 地域研究 29 社会科学 法学 公法学
2 総合人文社会 ジェンダー ジェンダー 30 社会科学 法学 国際法学
3 総合人文社会 観光学　観光学 31 社会科学 法学 社会法学
4 人文学 哲学 哲学・倫理学 32 社会科学 法学 刑事法学
5 人文学 哲学 中国哲学・印度哲学・仏教学 33 社会科学 法学 民事法学
6 人文学 哲学 宗教学 34 社会科学 法学 新領域法学
7 人文学 哲学 思想史 35 社会科学 政治学 政治学
8 人文学 芸術学 美学・芸術諸学 36 社会科学 政治学 国際関係論
9 人文学 芸術学 美術史 37 社会科学 経済学 理論経済学

10 人文学 芸術学 芸術一般 38 社会科学 経済学 経済学説・経済思想
11 人文学 文学 日本文学 39 社会科学 経済学 経済統計
12 人文学 文学 英米・英語圏文学 40 社会科学 経済学 経済政策
13 人文学 文学 ヨーロッパ文学 41 社会科学 経済学 財政・公共経済
14 人文学 文学 中国文学 42 社会科学 経済学 金融・ファイナンス
15 人文学 文学 文学一般 43 社会科学 経済学 経済史
16 人文学 言語学 言語学 44 社会科学 経営学 経営学
17 人文学 言語学 日本語学 45 社会科学 経営学 商学
18 人文学 言語学 英語学 46 社会科学 経営学 会計学
19 人文学 言語学 日本語教育 47 社会科学 社会学 社会学
20 人文学 言語学 外国語教育 48 社会科学 社会学 社会福祉学
21 人文学 史学 史学一般 49 社会科学 心理学 社会心理学
22 人文学 史学 日本史 50 社会科学 心理学 教育心理学
23 人文学 史学 アジア史・アフリカ史 51 社会科学 心理学 臨床心理学
24 人文学 史学 ヨーロッパ史・アメリカ史 52 社会科学 心理学 実験心理学
25 人文学 史学 考古学 53 社会科学 教育学 教育学
26 人文学 人文地理学 人文地理学 54 社会科学 教育学 教育社会学
27 人文学 文化人類学 文化人類学・民俗学 55 社会科学 教育学 教科教育学
28 社会科学 法学 基礎法学 56 社会科学 教育学 特別支援教育

人文社会系の研究分野（科研費）

※JSPS（http://www.jsps.go.jp/j-
grantsinaid/03_keikaku/data/h26
/I/h26_koubo_06.pdf） 3

http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/03_keikaku/data/h26/I/h26_koubo_06.pdf
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人文社会系の研究分野（科研費）
No 研究分野（科研費） No 研究分野（科研費）

1 総合人文社会 地域研究 地域研究 29 社会科学 法学 公法学
2 総合人文社会 ジェンダー ジェンダー 30 社会科学 法学 国際法学
3 総合人文社会 観光学　観光学 31 社会科学 法学 社会法学
4 人文学 哲学 哲学・倫理学 32 社会科学 法学 刑事法学
5 人文学 哲学 中国哲学・印度哲学・仏教学 33 社会科学 法学 民事法学
6 人文学 哲学 宗教学 34 社会科学 法学 新領域法学
7 人文学 哲学 思想史 35 社会科学 政治学 政治学
8 人文学 芸術学 美学・芸術諸学 36 社会科学 政治学 国際関係論
9 人文学 芸術学 美術史 37 社会科学 経済学 理論経済学

10 人文学 芸術学 芸術一般 38 社会科学 経済学 経済学説・経済思想
11 人文学 文学 日本文学 39 社会科学 経済学 経済統計
12 人文学 文学 英米・英語圏文学 40 社会科学 経済学 経済政策
13 人文学 文学 ヨーロッパ文学 41 社会科学 経済学 財政・公共経済
14 人文学 文学 中国文学 42 社会科学 経済学 金融・ファイナンス
15 人文学 文学 文学一般 43 社会科学 経済学 経済史
16 人文学 言語学 言語学 44 社会科学 経営学 経営学
17 人文学 言語学 日本語学 45 社会科学 経営学 商学
18 人文学 言語学 英語学 46 社会科学 経営学 会計学
19 人文学 言語学 日本語教育 47 社会科学 社会学 社会学
20 人文学 言語学 外国語教育 48 社会科学 社会学 社会福祉学
21 人文学 史学 史学一般 49 社会科学 心理学 社会心理学
22 人文学 史学 日本史 50 社会科学 心理学 教育心理学
23 人文学 史学 アジア史・アフリカ史 51 社会科学 心理学 臨床心理学
24 人文学 史学 ヨーロッパ史・アメリカ史 52 社会科学 心理学 実験心理学
25 人文学 史学 考古学 53 社会科学 教育学 教育学
26 人文学 人文地理学 人文地理学 54 社会科学 教育学 教育社会学
27 人文学 文化人類学 文化人類学・民俗学 55 社会科学 教育学 教科教育学
28 社会科学 法学 基礎法学 56 社会科学 教育学 特別支援教育 8
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雑誌・出版社の例（日本語学・日本史・日本文学）

雑誌 論文数 出版社 著書数
文藝言語研究. 言語篇 83 岩田書院 19
筑波大学留学生センター日本語教育論集 62 くろしお出版 14
学術講演梗概集 48 大修館書店 12
日本語学 28 凡人社 12
文藝言語研究. 文藝篇 27 吉川弘文館 10
筑波日本語研究 21 ひつじ書房 9
俳文芸 19 岩波書店 8
日本建築学会計画系論文集 16 思文閣出版 8
日本語教育論集 16 中央公論美術出版 6
近代史料研究 13 農山漁村文化協会 6
月刊国語教育研究 13 スリーエーネットワーク 5
稿本近代文学 13 清文堂 5
人文科教育研究 13 勉誠出版 5
○○大学▲▲部紀要 11 ぺりかん社 4
徳川林政史研究所研究紀要 11 彩流社 4
日本語教育方法研究会誌 11 三省堂 4
地方史研究 10 山川出版社 4
日本語教育 10 ぎょうせい 3
日本歴史 10 研究社 3
国語と国文学 9 和泉書院 3
・・・ ・・・ ・・・ ・・・
総計 1,163 総計 403
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京都大学URAネットワーク 

人文社会系支援 

KURA 
NW 
GP 

京都大学 本部構内（文系）URA室 

稲石 奈津子 

20140917 



本部 
URA 

プロジェクト 

URA 
単独部局 

URA 
複数部局

URA 

部局URA 

担当プロジェクト 

の研究者 

担当研究科・ 
研究所の研究者 

担当研究科・ 
研究所の研究者 

担当分野 

＋ 

大学執行部 

本部事務 

全学の研究者 

部局や研究者のニーズ 大学としての研究戦略 Mission 

Stakeholder 京大URAネットワーク構築事業 審査員コメント 
（ex.本部構内（文系）URA室） 

・人文社会科学全体のけん引役となるような活動が期待される 
・将来的には人文社会系を包含するように、URAが研究活動を 

 積極的に管理していくことを期待する 



南西地区URA室 
ウイルス研究所、再生医科学研究所、iPS

細胞研究所、薬学研究科、 
東南アジア研究所、アジア・アフリカ地域
研究研究科、地域研究統合情報センター、
アフリカ地域研究資料センター、こころの

未来研究センター 

北部学術研究 
支援室 

理学研究科、農学研究科、基礎物理学研究
所、数理解析研究所、霊長類研究所、生態
学研究センター、野生動物研究センター、

低温物質科学研究センター、 
フィールド科学教育研究センター 

医学URA室 
 

医学研究科、医学部附属病院 

工学研究科附属 
学術研究支援室 

工学研究科 

CKプロジェクト 

学術研究支援室 

本部構内（文系） 
URA室 

文学研究科、教育学研究科、経済学 
研究科、経営管理大学院、人文科学 

研究所、経済研究所 

本部構内（理系） 
URA室 

情報学研究科、エネルギー科学研究
科、生命科学研究科、地球環境学堂、 
学術情報メディアセンター、男女共
同参画推進本部、原子炉実験所 

吉田南URA室 
 

人間・環境学研究科、物質－細胞 
統合システム拠点 

宇治地区URA室 
 

化学研究所、エネルギー理工学研究
所、生存圏研究所、防災研究所 

KURA NW 

４ 

４ 

３ 

２ 

２ 

３ 

３ 

２ 

１ 
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文系の資金獲得状況  

理系と比較して獲得できる 

資金源の少なさ  

実験心理学 脳科学 科学倫理 環境問題  
環境エネルギー 医療経済 医療政策  
アントレプレナー 情報通信  

文理 学際 産学連携 

理系の資金源も可能性あり 



本部構内
（文系） 

北部 
本部構内
（理系） 

学術研究 
支援室 

工学研究科 

医学 吉田南 

宇治地区 南西地区 

人文系の研究にとって 

貴重な資金源では？ 

課題がかなり 

限られている！ 

民間助成財団助成金 

科研費 

府省庁系補助金 

研究者や部局執行部の関心は最大 

H25年度：全URA室で科研費WG 

JSPS  
課題設定による先導的人文・社会科学研究推進事業 

RISTEX  
戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発） 



外部資金申請支援のスキーム作り 

  情報整備   

  知識共有   

  個別申請支援   





マッチング情報  押し売りは抵抗あり？ 
教授会で説明、意向伺い 
本部構内（文系）は9月より試行中 

本部構内
（文系） 

北部 
本部構内
（理系） 

学術研究 
支援室 

工学研究科 

医学 吉田南 

宇治地区 南西地区 

KURA NW 

研究者情報データベース 

京都大学外部資金公募情報サイト「鎗」  
文系共通事務部HP掲載情報 

＋  

文系助成財団一覧表 

文部科学省、他府省庁系補助金情報 

HP アーカイブ 

外部資金獲得に向けた 

情報整備 

公募情報 

マッチング 

研究科・研究所のHP・パンフレット 

京大教育研究活動DB 

科研費DB 

＋上記に情報の無い場合 

researchmap、Wikipedia 

各種公募情報 

キーワード検索による 



 

 

国際交流課 国際連携掛 

教務企画課 教育企画掛 研究推進課 研究助成掛 

研究推進課 研究戦略掛  

留学生課 企画・管理掛 

産官学連携課 支援掛 

JSPS 総務省 JST 

SCOPE 

文科省 

文学研究科 
経済学研究科・ 
経営管理大学院 

大 学 本 部 

本部構内文系6部局ファンド情報提供ルート 

教育学研究科 

SPIRITS 

ImPACT 

京大研究費 
支援事業 

人文科学 
研究所 

本部構内 
（文系） 
URA室 

経済研究所 

各自チェック 

＊「鎗」に記載されていない情報 

SGU RISTEX 頭脳循環 

頭脳循環 

公募 

本部構内（文系）共通事務部 

本部構内（文系） 
共通事務部HP メール通知 

マッチング 
＋ 

メール通知 

助成財団一覧表 
府省庁HP公募情報 

本学外部資金 
公募情報サイト「鎗」 

内閣府 競争的資金制度一覧 

H26年度例 

H26年度例 

各自チェック 

登録制 
メール通知 

メール通知 

民間財団 

New！ 

New！ 

文系6部局教員 

研究者情報DB 



民間助成財団に関する 

ナレッジ 

本部構内
（文系） 

北部 
本部構内
（理系） 

学術研究 
支援室 

工学研究科 

医学 吉田南 

宇治地区 南西地区 

KURA NW 



外部資金申請以外の支援 

本部構内
（文系） 

北部 
本部構内
（理系） 

学術研究 
支援室 

工学研究科 

医学 吉田南 

宇治地区 南西地区 

KURA NW 



URA 

研 究 教 育 
社会 
貢献 

人文社会科学系URA 

教育・社会貢献における評価指標 

若手研究者に対する 
全学的・部局横断的ナレッジ 

知の社会発信、社会貢献に意欲的な 

研究者の申請・事業サポート 



多元的マッピングとランキング 

U-multirank 

教育 研究 知識移転 国際性 地域貢献 



URA 
GO 

BETWEENS 

研究者 

研究者 

事務 

財団 

府省庁 

企業 

理系 

文系 

部局 

部局 

本学 
他大学 

URA 

URA 

URA 

URA 
URA 

URA 

URA 

URA 



人社系研究支援ならではの 
プロセスを考える 
2014年9月16日 第6回RA研究会セッション 
「人社系分野への研究支援と研究評価～グッドプラクティスを探る～」 

 
大阪大学大型教育研究プロジェクト支援室 
URAチーム 川人よし恵 



大阪大学は研究型総合大学 
―3キャンパスに人社系15部局、教員620名（全体の20%弱） 

7/16  研究科 
  
文学研究科 
人間科学研究科 
法学研究科 
経済学研究科 
言語文化研究科 
国際公共政策研究科 
高等司法研究科 

8/28  研究所・センター 
  
社会経済研究所 
国際教育交流センター 
総合学術博物館 
コミュニケーションデザイン・センター 
金融・保険教育研究センター 
グローバルコラボレーションセンター 
日本語日本文化教育センター 
知的財産センター 

：研究推進または支援に特化した部署または担当者あり 



Ｕ
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大阪大学のURA業務関連部署など 
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企
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Ｕ
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文系と理系、URAチームの支援業務は異なる？ 
URAチームの業務内容例 

主な業務例
／支援対象 

[研究戦略推進 
 支援業務] 
・政策情報等の調査・
分析 
・研究力の調査・分析 

[プレアワード 
 業務] 
・外部資金情報収集 
・申請資料作成支援 

[ポストアワード 
 業務] 
・研究成果の国際的発
信支援 
・アウトリーチ活動支援 

[その他] 
・FD 
・SD 

自然科学系
研究 

人文・社会科
学系研究 

⇒大阪大学URAチームは、分野問わず幅広く支援業務を行っています。 



人文・社会科学系研究は（一般に言われていることとして） 
• 多額の研究費を必要としない 
• チーム研究より個人研究が多い 
• 論文より著書の出版を重視する分野・研究者が少なくない 
• 言語への依存度が高い／「国際化＝英語化」とはなりづらい 
• 教養教育等の側面で社会からの要請が大きい 

  
大阪大学においては、 

• 人社系研究者によるURA認知度は低い 
• 本部と部局、部局同士の“距離感”や“温度差”が存在する 

 
 人社系に対する支援ニーズは理系ほど定まっていない。 
 その背景に、ステークホルダー間の意識の乖離（次頁参照）が… 

文系と理系、支援ニーズは同じ？ 



大学執行部 人社系の個々の研究者 部局執行部 

文部科学省 

研究支援業務 
担当者 

「国際化＝英語化」
一辺倒というのは
納得できない… 

国際的評価軸による本
学の研究力強化を！
（2031年の創立100周年時、
世界トップ10の研究型総合大
学を目指す） 

6 

自分の研究成果は、
もちろん英語論文で発
信していきたい！ 

今後10年で世界大
学ランキングトップ
100に10校ランクイ
ン！（国立大学改革
プランより） 

予算が… 

大阪大学内では研究の“国際化”に対する様々な意見が… 

（教育・）研究の“国際化”に対するプレッシャー 

？ 何から、 
どうやって 
支援すべきなの 

大阪大学における 
人社会系研究を取り巻く状況（“国際化“を例に） 

世界大学ランキング！
新たな研究評価指標！
研究力分析ツール！ 



研究支援業務 
担当者 

“国際化”に限らず、学内では様々な意見が… 

？ 何から、 
どうやって 
支援すべきなの 

人社系研究ならではの支援プロセス 

STEP② 
具体施策で目標達成 
具体的な支援業務を通じて、目標を達成する 

 

STEP① 
現況把握と意識共有 
現況から多様なステークホルダーが共有できる
メリット（ニーズ）を探り、目標を設定する 

業務例B 

議論の場づくり 

業務例C 

「本」アウトリーチ 

業務例A 

オランダ調査 



人社系研究支援業務例 
A.オランダの人社系研究に関する動向調査 
• 目的：人社系も強いオランダの大学等での調査を通じた、 

    ◎学内のURAネットワーク強化（本部URA・部局URA） 
    ◎研究評価指標・人社系支援業務・融合研究推進等について情報収集 
• 調査対象：グローニンゲン大学、ライデン大学、 

        アムステルダム大学、オランダ王立人文・科学アカデミー 

5回の事前勉強会を経て、インタビューに
臨む（2014年9月3日、ライデン大学） 

●Standard Evaluation Protocol 研究評価ツールキット 
・6年に1度、大学の全研究者を評価する際の標準的評価実施要領 
・どの指標を採用するかは分野ごとの裁量で決定 
・評価指標としての社会的インパクトの重要度増 
 
●若手研究者向け競争的資金獲得支援 プレアワード業務 
・キャリアデザインを意識した支援 
・ワークショップ、模擬ヒアリング、To Doリスト等のツール 
 
●大学毎に定めた融合研究重点分野 融合研究推進 
・トップダウンとボトムアップの意向を擦合せる分野設定プロセス 

STEP1 現状把握と意識共有 



人社系研究支援業務例 
B.学内での議論の場づくり 
• 目的：様々な議論の場を作り、現況把握や意識共有を図る 
• テーマ：学術政策動向、欧州における人社系議論、科研費 等 

Horizons for SSH視察報告会（2013年10月） 文学研究科FD講演会（2014年1月） 

コミュニケーションデザイン・センター（CSCD）全学
FD研究会（2014年3月） 

研究担当理事補佐と人社系部局との懇談会（2014年8月） 

STEP1 現状把握と意識共有 



人社系研究支援業務例 
C.「本」という研究業績に着目したアウトリーチ活動支援 
• 目的：大阪大学の人社系研究を広く知ってもらう（社会的波及効果へ） 

      専門外の方との対話からゲスト研究者が刺激を受ける 
• 概要：ゲストの編著書を入り口に研究を紹介する「二頁だけの読書会」 

 vol.1：グローバルヒストリー（2013年12月） 
 vol.2：人類学（2014年4月） 
 vol.3：臨床哲学×サステイナビリティ・サイエンス
（2014年9月） 当日資料は特製ブックカバー 

（裏に本の見開き二頁をコピー） 

STEP2 具体施策で目標達成 



まとめに代えて 
―人社系研究支援ならではプロセスとは 

 
間を埋める・つなぐ 
記録を残し、伝える 

できれば 流れ・しくみを作る 
 

時間をかけて 
スキマをSchemeに… 

sukima scheme 

STEP② 
具体施策で目標達成 
具体的な支援業務を通じて、目標を達成する 

 

STEP① 
現況把握と意識共有 
現況から多様なステークホルダーが共有できる
メリット（ニーズ）を探り、目標を設定する 



ご清聴ありがとうございました 
 
 
 
 

大阪大学 大型教育研究プロジェクト支援室 
URAチーム 川人よし恵 

 
kawahito@lserp.osaka-u.ac.jp 
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�
英国の研究評価体制からの考察�

第4回URAシンポジウム/第6回RA研究会�
�

⼈人⽂文社会分野への研究⽀支援と研究評価�
〜～  グットプラクティスを探る  〜～�

2014年年9⽉月17⽇日�
�
�

京都⼤大学学術研究⽀支援室�
⽩白井哲哉�



し�
ら�
い�

２年年後URAの
雇⽤用財源は？ � 間接経費の�

獲得が⼤大事？ �

そもそも�
⽀支援？�

⼈人社⽀支援って何をすれば良良い？�

誰の何のた
めの⽀支援？�



１億円の研究プロジェクト�
�
 　 　 　 　 　 　獲得⽀支援をした場合…�

⾃自然科学系�

間接経費  3000万円  ゲット！�



100万円の研究プロジェクト�
�
 　 　 　 　 　 　獲得⽀支援をした場合…�

⼈人⽂文社会科学系�

間接経費  30万円  ゲット…�
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Research  and  Enterprise  Development  (RED)  in  Bristol  University  �

Research	  
Commercialisa.on	  	

Business	  
Incuba.on	  	

Enterprise	  Educa.on	  	

Contracts	  and	  Project	  
Management	  	 Alliance	  

Development	  	

Research	  and	  enterprise	  Policy	  	
Research	  Governance	  	

Research	  
Development	  	
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Research  Development  in  RED�

■  20名からなるRED内で最⼤大のチーム�
�
■  業務内容は研究資⾦金金の獲得⽀支援�
�
■  企業以外からの研究資⾦金金の獲得がメイン�
�
■  学内の６つの部局に対して、このチームのメンバーは�
 　  担当する部局が決められている�
�
■  各部局担当以外に海外ファンド担当が４名、�
 　  学際融合担当が１名�
�
�

Lorna	  Colquhoun	
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Research  and  Enterprise  Policy  in  RED�

■  チームは全部で７名、役割は以下の3つ�
  �
 　①  Bristol⼤大学の研究者の研究活動のデータを�
              集める（システムの構築・管理理・運営）�
�
 　②  ⼤大学,  各部局の研究評価に資するデータを作成�
�

 　   　→  Research  Committeeで評価するためのデータを�
                      各部局から集め作成。�
                      特にREF（後述）に提出するデータの作成を担う�
�
 　③  ⼤大学の研究推進戦略略のドラフトを作成する�
�

   　 　→  Research  Committee  で決められる研究推進戦略略の�
 　 　 　  ドラフトを作成している�

Lesley	  Dinsdale	
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Research  Excellent  Framework  (REF)  概要・背景  �

UK政府による研究の質を評価するシステム�

■  2006年年より、学問領領域間の違いに留留意した研究評価と�
 　  研究資⾦金金配分の⾒見見直しを開始�
�

■  2008年年、2009年年にパイロットとして研究費配分の基礎と�
 　  なる研究の質の評価の仕組みResearch  Assessment  �
 　  Exercise(RAE)が実施  �
�

■  2010-‐‑‒2011  REAの試⾏行行を踏まえて改訂された評価基準・�
 　  ⽅方法（REF）が発表・実施�
�

■  2014年年度度から新たなREF2020が実施される  �
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Research  Excellent  Framework  (REF)  概要・背景  �

REFでの評価は…�

■  評価基準や評価レベルの設定は毎年年度度検討される  �
�
■  定量量的指標と専⾨門家パネルによるレビューにより実施�

�
■  専⾨門家パネルは以下の４つの主要パネルに分類�
        ・  Medical  and  Biological    Science 　    ・  Science  and  Engineering�
        ・  Social  Science 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ・  Arts  and  Humanities  �
�
■  それぞれに対して、Output  と  Impact  と  Environment  �
 　  の評価指標が設定�
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Output	  （65%）	  
	  

	  
	  
Impact	  （20%）	  
	  
	  
	  
	  

Environment（15%）	  	  
	  

■  研究のアウトプットの質を計るもの�
■  論論⽂文の数など定量量的なデータが評価される項⽬目として含まれている�
■  これらの項⽬目の設定は４つの分野ごとによって異異なっている�
■  全ての項⽬目について、４段階の評価レベルが設定されている�

■  国の政策や社会・経済に影響を与えた成果に対する評価  �
■  何がどのように影響を与えたのか、それを説明するストーリーを�
 　  作成する必要がある�
■  REFで初めて盛り込まれた評価項⽬目、REF2020では25%になる�

■研究環境・設備についての項⽬目、その研究の継続性についての評価  �

REFでの研究評価�
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Output	  （Arts	  and	  Humani.es	  ）	  

•  books  (authored  or  edited)�
•  journal  articles�
•  published  conference  papers�
•  exhibition  or  museum  catalogues�
•  creative  writing  and  compositions�
•  databases�
•  dictionaries�
•  performances  and  other  types  of�
 　live  presentation�
•  designs  and  exhibitions�
•  films,  videos  and  other  types  of  media  presentation�
•  software  design  and  development�
•  advisory  report�
•  the  creation  of  archival  or  specialist  collections  to  support  the   　�
 　research  infrastructure�

•  chapters  in  books�
•  working  papers�
•  electronic  resources  and   　�
 　publications�
•  translations;  scholarly  editions�
•  curatorship  and  conservation�
•  grammars�
•  digital  and  broadcast  media�
•  artefacts�
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ブリストル⼤大学における研究評価体制�

UK政府（HEFCE）	  

ブリストル大学	  
Research	  commi:ee	  
（Impact	  commi:ee）	  

６つの部局	  
Research	  commi:ee	  

研究者	

REF評価	  
交付金	

REF評価	  
交付金	

REF評価	  

RED	  
Research	  and	  Enterprise	  Policy	  	

REF	  
提出	

REF	  
提出	

REF	  
集約	

REF	  
提出	 ６つの部局	  

・Research	  Manager	  
・Impact	  Manager	サポート	
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ブリストル⼤大学における研究評価体制� 良い点（私見）	

①  論論⽂文以外の評価軸がある�
�

 　 　→  研究費獲得以外の⼤大学への貢献可能�
�

 　 　 　 　→  研究費をあまり必要としない学問に�
 　 　 　 　 　  対する⽀支援への需要�
�

�
�

UK政府（HEFCE）	  

ブリストル大学	  
Research	  commi:ee	  
（Impact	  commi:ee）	  

６つの部局	  
Research	  commi:ee	  

研究者	

REF評価	  
交付金	

REF評価	  
交付金	

REF評価	  

RED	  
Research	  and	  Enterprise	  Policy	  	

REF	  
提出	

REF	  
提出	

REF集約	

REF	  
提出	

６つの部局	  
・Research	  Manager	  
・Impact	  Manager	

サポート	

②  評価指標が明確であるためサポート�
        体制（URA業務）も明確かつ効率率率的  �
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ブリストル⼤大学における研究評価体制� 問題点（私見）	

①  「政府」も「⼤大学」も「研究者」も�
 　  多⼤大な時間と労⼒力力をかけている�
�
�
�
�
�
�
�

UK政府（HEFCE）	  

ブリストル大学	  
Research	  commi:ee	  
（Impact	  commi:ee）	  

６つの部局	  
Research	  commi:ee	  

研究者	

REF評価	  
交付金	

REF評価	  
交付金	

REF評価	  

RED	  
Research	  and	  Enterprise	  Policy	  	

REF	  
提出	

REF	  
提出	

REF集約	

REF	  
提出	

６つの部局	  
・Research	  Manager	  
・Impact	  Manager	

サポート	

②  研究者は毎年年研究成果の評価にさら�
 　  されているが…�
 　 　→  ⻑⾧長期的研究成果が評価されにくい  �



し�
ら�
い�

�
⽇日本に同じシステムを導⼊入できたとした場合�

�

失ってしまう「研究⼒力力」はないか……�
�
�
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